
沖縄県公安委員会定例会会議録（令和６年７月25日）

１ 主な報告等

⑴ メンタルヘルス対策の取組について

委員から、メンタルヘルス対策については、ストレスチェックの結果と合わせて、

職員の長時間勤務の状況、行動等の変化などを踏まえ、初期の段階で対策を講じて

早期改善に繫げる必要がある。また、業務の分散・合理化等による長時間勤務の改

善とともに、職場の支援が得られるような環境整備に努めていただきたい。さらに、

産業医との連携を密にして、兆候のある職員には、適時的確な改善策が講じられる

ようにしていただきたい旨の発言があった。

⑵ 大麻取締法違反事件被疑者の検挙について

委員から、大麻使用に常習性がないなど誤った認識を持つ少年達に対して、大麻の

本当の怖さを理解させるための指導・教育が大切である。各学校ごとの薬物乱用防

止への取組の温度差をなくすため、県教育庁等の教育機関とも連携して、この種事

案にしっかりと取組んでいただきたい旨の発言があった。

⑶ 那覇市泊において発生した強盗致傷事件被疑者の検挙について

委員から、犯罪に手を染めた少年が成年になっても犯罪を繰り返す悪循環を断ち切

ることの難しさを痛感した。子どもたちへの教育は早い段階において、規範意識の

醸成が必要である旨の発言があった。

⑷ 令和６年夏の交通安全県民運動の実施結果について

委員から、創意工夫した様々な交通安全の取組を評価する。飲酒運転の疑似体験

やスタントマンを活用した交通安全指導の様子をＳＮＳで動画配信するなど、広く

県民等へ周知した方が良い。また、高齢歩行者の特徴・特性を踏まえた交通安全指

導を幅広い世代にも実施していただきたい旨の発言があった。

⑸ その他

警察本部から、今回の県議会では、米軍事件関連等の質問が集中した。他方で、

特殊詐欺被害防止、少年非行防止、水難事故防止関連の質疑や陳情が提出されるな

ど、県民の県警察に対する期待も高いことから、引き続き、各種施策・事案等にし

っかりと対応してまいりたい旨の発言があった。

２ 公安委員長の任期延長について

公安委員会から、８月１日付けで、新公安委員が就任する予定である。現委員長の

任期は本年７月31日までであるが、次期委員長の互選は、新委員を交えた８月８日の

定例会を予定し、それまでの間、現委員長の任期を延長する旨の報告があった。

３ 主な決裁等



⑴ 警務部

・ 公安委員会あて苦情の調査結果について

・ 公安委員会あて苦情の受理について

・ 審査請求の受付について

・ 裁決書の決裁について

・ 監察課関係報告

⑵ 交通部

・ 自動車運転免許の行政処分について

⑶ 警備部

・ 特別訓練教養の実施について


